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図書館員の②鰯1１

バンクーバースタイルの参考文献規程
会誌編集部

Ｉ・バンクーバースタイルとは

バンクーバースタイルという言葉を耳にされたことがあると思います。論文の妓後にある参考文献の、

とりわけ医学系における霧き方の基準となるものとして知られています。今'''1はそのバンクーバースタ

イルについてお話しします。

バンクーバースタイルは参考文献を引用順に番号で示し、著者名順および年代順で示すハーバードス

タイルとの対比でそう呼ばれるのでしょうが、“UnifbrmRequirementslbrManuscripLsSubmiLtedto

BiomedicalJoumals”という参考文献規程と同義に扱われています。現在このバンクーバースタイルは

IntemationalCommitteeofMedicalJoumalEditors（国際医学雑誌編集者委典会、以下ICMJE）により

改訂が行われ、インターネット上に公開されています。雌新のものは２００８年ｌＯｊ]改訂版')で、近年は

ほぼ毎年改訂されています。バンクーバースタイルという名称の由来も右端です。バンクーバースタイ

ルのサイトを兄ると雄初に詳しく書かれていますが、1978年に、医学雑誌の編集者の小さなグループ

が、雑誌に投稿する原稿の書式に関するガイドラインを制定するために、会合を持った場所がカナダの

バンクーバーだったからです。あくまで最初は参考文献表の統一が主な目的でしたが、現在では論文執

筆や編集にかかわる倫理的な事柄がたくさん書かれています。

バンクーバースタイルには和訳も出ています。ただしオーソライズされたものではなく、特定の団体

が訳してくれているものです。日本語のタイトルとしては、“生物医学雑誌への統一投稿規定.．とか

"生医学雑誌への投稿のための統一規定”などとなっており、以下この稿においては“統一規定.．と記

します。現在もっとも新しいものは、「臨床研究と疫学研究のための国際ルール集」（中山健夫、津谷喜

一郎編著、ライフサイエンス出版、2008）という図書に載っている日本語訳で、2008年１０月改訂版で

す。身近なものとしては、田辺三菱製薬株式会社の助成で訳されたもので、“投稿規定ネット2)”とい

うサイトで公開され、簡単に見ることができます。こちらは現在２００７年１０月改訂版3)ですが、三菱

ウェルファーマ株式会社の時代から、４版4)、５版5)、2003年１１月改訂版6)、２００４年ｌＯｊｊ改訂版7)、

2005年１０月改訂版8)、2006年２月改訂版9)がそれぞれ訳されており、インターネット上で見ることが

できます。この稲でも断りがなければ、翻訳はここからの洲用です。医学雑誌の「医学のあゆみ」に掲

載された、２００１年１０月改訂版'0)と2003年１１月改訂版''～'3)もｐＤＦ化され、インターネット上で見

ることができます。この他にも山田翻訳事務所のサイト'4)に2007年１０ﾉj改訂版の翻訳版があります

し、大鵬薬品の“Ronbun,jp15)”では、2004年１０月版のＨ本語訳と解説を見ることができます。

Ⅱ、バンクーバースタイルと参考文献規程

さて、実際に参考文献のリストを作成しようとして統一規定を見てみても、実はそこに参考文献の具

体的な規程は群かれていません。実は統一規定に参考文献規程が具体的に載っていたのは2001年１０月

改訂版が鮫後で、２００３年１１月改訂版以後以下のような記述になりました。

－ ７ ５ －
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統一規定のスタイルは，米国国立医学図書館［NationalLibraryofMedicine（NLM)］のデータ

ベース用にＮＬＭにより改変されたANSl規格［米国規格協会規格］のスタイルに概ね依拠してい

ます(1)厘竺LZl。参考文献引用の実例に関して，著者は(2)米国国立医学図書館のサイトを参照して下

さい。

さらに2007年１０月改訂版では下記のような記述に変わりました。

統一規定のスタイルは，米国国立医学図書館［NationaILibraryofMedicine（NLM)］のデータ

ベース用にＮＬＭにより改変されたＡＮＳＩ規格［米国規格協会規格］のスタイルに概ね依拠してい

ます。著者は，様々な参照形式に対して米国国立医学図書館（NLM）の推奨する引用形式に関す

る情報については，（３）

い◎

｢NationalLibraryofMedicine，sCitingMedicine」 のサイトを参照して下さ

インターネットの発達にともない、リンクを張って統一規定の外の資料を参照させるようになったの

です。上記２つの統一規定の参考文献の書式に関する記述の中に出てくる資料は、下線を引いて記しま

したが、順に以下の３つです。

（１）NationalLibraryofMedicineRecommendedFormatsfOrBibliographicCitation'6）（以下、

RecommendedFormats）

（２）ＵnifbrmRequirementsfOrManuscriptsSubmittedtoBiomedicalJoumals:SampleReferences'7）

（以下、SampleReferences）

（３）CitingMedicine：TheNLMStyleGuidefOrAuthors,Editors,andPublishersl8）（以下、Citing
Medicine）

（１）のRecommendedFormatsは文中の原注[7]が指示しているものです。（１）と（３）のCiting

Medicineは米国国立医学図書館（NationalLibraryofMedicine、以下ＮＬＭ）が制定する参考文献の書

式であり、（１）が初版で、（3）はタイトルは違いますがその第２版という関係です。Recommended

Formatsは１９９１年に刊行され、２００１年にインターネット版出版物に関する補足版'9)が出ました。

CitingMedicineは２００７年に出ています。分量としてはRecommendedFormatsの最終ページが190

ページ、インターネット補足版が76ページです。CitingMedicineは通しのページ付けがありませんが、

例えばRecommendedFormatsの雑誌に関する章が１７ページなのに対し、CitingMedicineは９７ペー

ジと５倍以上になっており、全体としては相当な分量といえます。

（２）のSampleReferencesは、三菱ウェルファーマ株式会社の2003年１１月改訂版6)と2004年１０月

改訂版7)に和訳があり、“生医学雑誌への投稿のための統一規定：参考文献の実例，と訳されています。

これは初出が2003年７月で、現在も改訂され続けています。形式は2001年１０月改訂版に掲赦されて

いた参考文献に関する書式の部分と同じで、４０程度の項目に参考文献の記述例がついているというも

のです。配列から見ても、初出の時期から見ても、2001年１０月改訂版以前の統一規定における参考文

献規程と、この2003年１１月改訂版以後リンクされたSampleReferencesは連続性があるものと考えて

よいと思います。これらは両方とも、ＩＣＭＪＥによるものです。ここで気になるのがＮＬＭとＩＣＭＪＥの

関係ですが、北川20)が下記のようなエピソードを紹介しています。

一方、VancouverGroupとも言われるＩＣＭＪＥには、Medlineの製作者であるNationalLibraryof

－７６－
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Medicine（NLM、米国国立医学図書館）も参加しており、その意見がVancouverスタイルに反映

されている。参考文献の並べ方を、1970年代までの伝統的なスタイルであったHarvard式（著者

名順かつ年代順）から、本文に出現した引用順に変更したことや、雑誌名のすぐあとに出版年を記

載して曾架から探しやすくしたことが上げられる。世界に広まるきっかけは、１９８０年、

VancouverスタイルをMedlineに採用したことであるともいえる。

ＮＬＭとＩＣＭＪＥは別組織ですが、重なっている部分もあるということです。ただし参考文献の書式

に関しては、SampleReferencesの中にも「最初の６名までの著者を列挙し，「etalJで続けます。（註：

ＮＬＭでは現在，全著者を列挙しています)」などという記述が見られ、必ずしもすべてが一致してい

るわけではなかったようです。

さて統一規定における参考文献規程の変遷をまとめると、2001年１０月改訂版までは統一規定内に参

考文献規程がありましたが、2003年１１月改訂版では、ＮＬＭのRecommendedFormatsを後ろ盾にし

ながら、ＩＣＭＪＥのSampleReferencesを参照するよう指示するようになり、2007年１０月からはＮＬＭ

のCitingMedicineを参照するように変わったということになります。それではこのCitingMedicineを

紹介したいと思います。

Ⅲ、CitingMedicine

参考文献の書き方を知るためには、結局実例を見てその通りにするのが一番やさしいと思われます。

その実例の数を統一規定の2001年１０月改訂版と比べたのが、下の表です（表ｌ)。

表１℃itingMedicine"と「統一規程」2001年１０月改訂版の参考文献例比較（１）

CitingMedicine 項目数 例の数

LJournals 133 312

2.Books 138 308

3.ConferencePublications 6３ 139

4.ScientificandTechnicalReports 4４ 8１

5.DissertationsandTheses 3０ 6１

6.Bibliographies 4５ 8１

7７

｢統一規程」2001年１０月改訂版

1.Standardjournalarticle

２

３

４

５

６

７

８

９

Organizationasauthor

Ｎｏａｕｔｈｏｒｇｗｅｎ
●

ArticlenotinEnglish

Volumewithsupplement

lssuewithsupplement

Ｖｏｌｕｍｅｗｉｔｈｐａｒｔ

lssuewithpart

lssuewithnovolume

１０.Ｎｏｉｓｓｕｅｏｒｖｏｌｕｍｅ

11 PaginationinRomannumerals

１２ Typeofarticleindicatedasneeded

１３ Ａｒｔ clecontainingretraction

１４ Ａｒｔ cleretracted

1５ Ａｒｔ clewithpublishederratum

1６ Personalauthor(s）

１７ Editor(s).compiler(s）ａｓａｕｔｈｏｒ
1８ Organizationasauthorandpublisher

1９ Chapterinabook

3０ Dictionaryandsimilarreferences

2０ Conierenceproceedings
２１ ConiErencepaper

2２ Scientificortechnicalreport
2３ Dissertation

例の数

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
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表１℃itingMedicine..と「統一規程」2001年１０月改訂版の参考文献例比較（２）

CitingMedicine 項目数 例の数 ｢統一規程」2001年１０月改訂版 例の数

7.Patents 2６ 4９ 24.Patent １

８NewspaperArticles 2３ 4７ 2５ Newspaperarticle １

9.Ｍａｐｓ 3１ 5７ 2８ Ｍａｐ １

lOLegalDocuments 1６ 1４ 2７ Legalmaterial ４

１１ Forthcoming（"inpress，'） 3６ 7１ 3２ lnpress １

1２ PapersandPosterSessionsPresentedatMeetings 1７ 4０ ０

1３ LettersandOtherPersonalCommunication 1４ 2９ ０

１４ Manuscripts 4９ 123 ０

15.BooksandOtherlndividualTitlesinAudiovisual

Formats
4６ 1１０ 26.Audiovisualmaterial １

16.JoumalsinAudiovisualFormats 5０ 9４ ０

１７.PrintsandPhotographs 3４ 7４ ０

l8BooksandOtherlndividualTitleｓｏｎＣＤ－ＲＯＭ，

ＤＶＤ,ｏｒＤｉｓｋ
4５ 1０９ 34.Monographinelectronicfbrmat １

l9JournalsonCD-ROM,ＤＶＤ・ｏｒＤｉｓｋ 4８ 7４ ０

2０ ＤａｔａｂａｓｅｓｏｎＣＤ－ＲＯＭ,ＤＶＤ・ｏｒＤｉｓｋ 3５ 9３ ０

2１ ＣｏｍｐｕｔｅｒＰｒｏｇｒａｍｓｏｎＣＤ－ＲＯＭ,ＤＶＤ,ｏｒＤｉｓｋ 3１ 7２ 35.Computerfile １

2２ BooksandOtherlndividualTitlesonthelntemet 9０ 202 ０

2３ Joumalsonthelnternet 8６ 205 33.Joumalarticleinelectronicfbrmat １

2４ Databases/RetrievalSystemsonthelntemet 6１ 159 ０

2５ ＷｅｂＳｉｔｅｓ 5６ 120 ０

2６ ＥlectronicMailandDiscussionForl'ｍｓ 9２ 173 ０

29.BookoftheBible １

31.Classicalmaterial １

CitingMedicineにある項目数の“項目'’とは統一規定2001年１０月改訂版の“１．Standardjoumal

article，，や“2．Organizationasauthor”のことです。例の数が圧倒的に違うことがおわかりいただけ

ると思います。また電子資料についての記述が、非常に充実したこともわかります。

CitingMedicineは、すべての資料形態について同じ構造で説明されるので、一度見ていただくだけ

で直感的に利用できます。内容を簡単に説明すると、雑誌、図書、学会発行物以下、資料の種類が２６

に分けられ、それぞれがさらに便宜に応じて細分化されます◎後はそれらに対して、それぞれサンプル

とルール、それから各個別の例があげられています（図ｌ)。

図１

１.Journals

２．Books

３．Confbren ｇＰｕｂＩｉｃａｔｉｃ

A､JournalArticles

B・PartsofJoumal

C，EntireJoumalT

４．ScientificandTechnicalReports

23.Joumalsonthelntemet

24､Databases/RetrievalSystemsonthelntemet

25・WebSites

26・ElectronicMailandDiscussionFonlｍｓ

－７８－
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Ⅳ、統一規定2001年１０月改訂版とCitingMedicineとの比較

具体的に統一規定の2001年１０月改訂版とCitingMedicineとで、参考文献の記述の仕方が変わった

箇所をあげてみたいと思います。まず2001年１０月改訂版'0)をあげた後、CitingMedicineの対応する

箇所をゴシックであげます。

1．一般的な雑誌論文の記述方法

１.標準的な雑誌論文

ＶｅｇａＫＪ,Ｐｉｎａｌ，KrevskyBHearttransplantationisassociatedwithanincreasedriskfbr

pancreatobiliarydiseaseAnnlntemMedl996Junl；124(11)：980-3．

（注：ＮＬＭでは現在著者名を２５名まであげている．著者が２５名以上にのぼる場合は．ＮＬＭでは

最初の２４名を列挙し，次に最終著者，その後に「…・他（etal.)」と続ける)．

オプションとして．その雑誌が巻全体を通して連続した頁数表示を行っている場合（多くの医学雑

誌がそうであるように）は，月日および号数は省略してもかまわない．

（注：一貫性を保つために．統一規定であげられるすべての例においてこのオプションが使用され

ている．ＮＬＭではこのオプションを適用していない)．

１－A-3.Ｊournalarticlewithoptionallimittothenumberofauthors

to3authors

RastanS,ＨｏｕｇｈＴ,KiermanA,etaLTowardsamutantmapofthemouse--newmodelsof

neurological,behavioural,deafness,bone,renalandblooddisorders､Genetica2004旦亜；122(1)：

47-9．

○著者名の数に関しては、３人や６人のオプションが設けられました。刊行した月日は現在もオプ

ションで省略できますが、基本的には記述されます。

2．英語以外の言語で書かれた論文の記述方法

４.英語以外の論文

（注：ＮＬＭはタイトルを英訳して［］でくくり，使用言語を短縮形で加えている）

RyderTE,HaukelandEASolhaugJH． BilateralinfrapatellarsenerupturhostidligerefiFiskkvinne．

TidsskrNorLaegefbrenl996；１１６：41-2.

1-A－１８．JournalarticleinalanguageotherthanEnglish

BerrinoF,ＧａｔｔａＧ,CrosignaniP． [Case-controlevaIuationofscreeningefficacy］.EpidemiolPrev．

２００４Nov-Dec;２８(6)：354-9.ltalian．

○2001年１０月改訂版の注のとおりになりました。

3．撤回や訂正のあった論文の記述方法

１３．撤回表明

ＧａｒｅｙＣＥ,SchwarzmanAL,ＲｉｓｅＭＬ,SeyfriedTN・Ceruloplasmingenedefectassociatedwith

epilepsyinELmice[retractionofGareyCE,SchwarzmanAL,RiseML,SeyfriedTNIn:NatGenet

1994;６:426-31]､NatGenetl995；１１：１０４．

1-A-65．Journalarticlethatisaretractioｎｎｏｔｉｃｅ

ＣｈｅｎＣ,ＬｉＱ,Astrictsolutionfortheoptimalsuperimpositionofproteinstructures,RetractionActa

CrystallogrA2004Nov；６０(Pt6)：640.

60(Pt3)：201-3.

Retractionof：ＣｈｅｎＣ,LiQActaCrystalIogrA,２００４Ｍａ

○撤回・訂正に関する記述はカッコが外れ、最後にまとめられました。１４，１５も同じです。

－ ７ ９ －
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１４．撤回された論文

ＬｉｏｕＧＩ，ＷａｎｇＭ，MatragoonSPrecociouslRBPgeneexpressionduringmousedevelopment

[retractedinlnvestOphthalmolVisScil994；３５：3127］ InvestOphthalmolVisScil994；３５：

1083-8.

1-A-66．Journalarticleretracted

ChenC,LiQAstrictsolutionfortheoptimalsuperimpositionofproteinstructures･ActaCrystaIlogr

A2004May;6０（Pt3)：201-3.Betractionin:ChenC,ＬｉＱ､ActaCrystaIIogrA,2004Nov;６０（Pｔ

６)：６４０．

１５．訂正が出版された論文

ＨａｍｌｉｎＪＡ,ＫａｈｎＡＭ・Hemiographyinsymptomaticpatientsfbllowinginguinalhemiarepair

[publishederratumappearsjnWestJMedl995;162:278］､WestJMedl995；162:28-31.

1-A-68．Journalarticlehavinganerratum

ScuderiA,LetsouA・AmnioserosaisrequiredfordorsaIclosureinDrosophilaDevDyn､２００５Mar；

232(3)：791-800.Erratumin：ＤｅｖＤｙｎ,２００５May;233(1)：２４９．

4．図書資料の特殊な記述方法

１６．著者として個人名

RingsvenMK,ＢｏｎｄＤ・Gerontologyandleadershipskillsfbrnurses､２ndedAlbany（ＮＹ)：Delmar

Publishers：１９９６

２－A－１．Standardbookwithinitialsforautholrs

JenkinsPF・Makingsenseofthechestx-ray：ahands-onguide，ＮｅｗＹｏｒｋ：OxfordUniversity

Press；2005.194ｐ・

○図書１冊を参考文献とする場合、オプションですが全体のページを記述します。その際ページ数

の後にｐ・がつきます。

１９．本の章

PhillipsSJ，WhisnantJP，Hypertensionandstroke． Ｉｎ：LaraghJHBrennerBM，editors．

Hypertension:pathophysiology,diagnosis,andmanagement2ndedＮｅｗＹｏｒｋ:RavenPress；1995.

ｐ､465-78.

2-,-1．Standardreferencetoacontributedchapter

RojkoJL,ＨａｒｄｙＷＤＪｒ・FeIineleukemiavirusandotherretroviruses． ｌｎ：SherdingRG,editor,Ｔｈｅ

cat：diseasesandcIinicalmanagement． ＮｅｗＹｏｒｋ：ChurchillLivingstone；1989.ｐ､229-332.

2-Ｃ-1．Standardchapterinabook

RiffenburghRH､Statisticsinmedicine2nded,Amsterdam（Nethe｢Iands)：ElsevierAcademic

Press；ｃ2006.Chapter24,RegressionandcorreIationmethoｄｓ；ｐ､447-86.

○変更ではありませんが、章の著者と図書全体の著者・編者が異なる場合で、記述が大きく異なり

ます。

5．特許情報の記述方法

２４．特許

LarsenCE,TripRJohnsonCR,inventors;NovosteCorporation,assignee,Methodsfbrprocedures

relatedtotheelectrophysiologyoftheheart・LJSpatent5,529,067.1995Jun25.

7-1．StandardUSpatent

－８ ０－
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ＣｈｏＳＴ，inventor；Hospira，Inc.，assignee・Microneedlesforminimallyinvasivedrugdelivery・

UnitedStatespatentUS6,980,855.2005Ｄｅｃ２７．

○記述が少し変わりました。

6．資料の形態に関する記述方法

２６．音響映像記録

ＨＩＶ＋/ＡＩＤＳ:thefactsandthefUture［videocassette]､Ｓｔ､Louis（ＭＯ)：Mosby-YearBook：1995.

15-1．Standardcitationtoanaudiovisual

CarlsonJ・Depression［videocassette]．VandenBosGRproducer，Washington：American

psychologicalAssociation；ｃ2005.1videocassette：100ｍin.,sound,color,１/２in．

○資料の形態に関する記述が最後にあげられるようになりました◎後の２８，３４，３５も同じです。

28．地図

NorthCarolina,TuberculosisratesperlOO．OOOpopulation,１９９０［demographicmaplRaleigh：

NorthCarolinaDept,ｏｆEnvironment,Health,andNaturalResources,Div､ofEpidemiology：1991.

9-1．Standardcitationtoamap

BuchholzD,cartographer,Streetmap,SanDiego,southemarea[map]､０ceanside（CA)：Global

Graphics；2000.1Sheet：１:45,000;８９ｘ68.5ｃｍ.；color．

32．印刷中

LeshnerAI・MolecularmechanismsofcocaineaddictionNEnglJMed､JnpresSl996．

（注：ＮＬＭは．すべてが印刷されるとは限らないので“fbrthcoming”のほうがよいとしている）

11-A-1．Standardcitationforaforthcomingarticle

LakingG,ＬｏｒｄＪ,FischerA､Theeconomicsofdiagnosis,HealthEcon､Forthcoming2006．

○これも2001年１０月改訂版の注のとおりになりました。

33．電子形式による雑誌論文

MorseSSFactorsintheemergenceofinfectiousdiseases・EmerglnfectDis［serialonline］１９９５

Jan-Mar［citedl996Jun5]；１（１）：［２４screens]、Availablefrom：ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ,cdc

gov/ncidod/ＥＩＤ/eidhtm

23-A-1・StandardjoumaIarticleontheIntemet

PolgreenPM,DiekemaDJ,VandebergJ,WiblinRT,ＣｈｅｎＹＹ,ＤａｖｉｄＳ,ＲａｓｍｕｓＤ,GerdtsN,Ｒｏｓｓ

Ａ,ＫａｔｚＬ,HerwaIdtLARiskfactorsforgroinwoundinfectionafterfemoralarteｒｙｃatheterization：a

case-controlstudy,lnfectControlHospEpidemiolLlnternet1.2006Jan[cited2007Jan5]；27(1)：

３４－７.AvailabIef『ｏｍ：http://www・joumals,uchicago・edu/ｌＣＨＥ/journal/issues/v27nl/2004069／

2004069.web､pdf

○記述が少し変わりました。３４，３５も同じです。

34．電子形式による刊行物

CDI,clinicaldermatologyillustrated[monoRraphonCD-ROM］､ReevesJRT,ＭａｉｂａｃｈＨＣＭＥＡ

ＭＥＡ：1995.MultimediaGroup,producers2nded､Version2.0.ＳａｎＤｉｅｇｏ：ＣＭＥＡ；1995.

18-1．StandardcitationtoabookonCD-ＲＯＭ,ＤＶＤ,ordisk

KacmarekRMAdvancedrespiratorycareICD-ROMl､Version3.0.Philadelphia：Lippincott

Ｗｉｌｌｉａｍｓ＆Wilkins;ｃ2000.1ＣＤ－ＲＯＭ：soundq-Color,４３/４in、

35．コンピュータファイル
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HemodynamicsⅢ：theupsanddownsofhemodynamics[computerprogram］､Version2.2.Orlando

（FL)：ComputerizedEducationalSystems;1993.

21-1．StandardcitationtoacomputerproｇｒａｍｏｎＣＤ－ＲＯＭ,ＤＶＤ,ordisk

MeaderCRPriborHC・DiagnosisPro:theultimatedifferentialdiagnosisassistant

Version6.0.LosAngeles：ＭｅｄＴｅｃｈＵＳＡ；2002.1ＣＤ－ＲＯＭ：color,４３/４in．

[CD-ROM]．

Ｖ，最後に

各雑誌の投稿規程にある参考文献規程が、版の古い統一規定をよりどころにしていることは多いよう

で、その場合は古い規則に従わなければなりません。ただそこでは明記されていない記述方法もたくさ

ん加わっています。まだCitingMedicineをご覧になっていない方は、ぜひ一度ご覧になっておくこと

をおすすめいたします。
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